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１【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

　当社は、2020年９月18日開催の取締役会において、当社を株式交換完全親会社とし、当社の連結子会社である佐渡汽

船運輸株式会社を株式交換完全子会社とする株式交換（以下、「本株式交換」といいます。）を行うことを決議いたし

ましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第６号の２の規定

に基づき、2020年９月24日付で臨時報告書を提出いたしました。

　その後、当社は、2020年10月16日開催の取締役会において佐渡汽船運輸株式会社との本株式交換に係る株式交換契約

（以下、「本株式交換契約」といいます。）を決議し、同日、本株式交換契約を締結したことから、上記臨時報告書に

おいて未定としていた事項について開示するため、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき、本臨時報告書の

訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

２　報告内容

(3) 本株式交換の方法、本株式交換に係る割当ての内容、その他の本株式交換契約の内容

② 本株式交換に係る割当ての内容

④ その他の本株式交換契約の内容

(4) 本株式交換に係る割当ての内容の算定根拠

(5) 本株式交換の後の株式交換完全親会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

３【訂正内容】

訂正箇所には　を付しております。

 

　（訂正前）

(3) 本株式交換の方法、本株式交換に係る割当ての内容、その他の本株式交換契約の内容

② 本株式交換に係る割当ての内容

　本株式交換による株式の割当ては、第三者算定機関による算定の結果等を踏まえて、両社協議の上、株式交換契

約書にて決定する予定であります。

④ その他の本株式交換契約の内容

　現時点では未定であり、今後、両社協議の上、決定いたします。

(4) 本株式交換に係る割当ての内容の算定根拠

　本株式交換の株式交換比率等の詳細については、第三者算定機関による算定の結果等を踏まえて、両社協議の

上、株式交換契約書にて決定する予定でありますので、別途、株式交換契約書締結時にお知らせいたします。

(5) 本株式交換の後の株式交換完全親会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

商号 佐渡汽船株式会社

本店の所在地 新潟県佐渡市両津湊353番地

代表者の氏名 代表取締役社長　　尾﨑　弘明

資本金の額 現時点では確定しておりません。

純資産の額 現時点では確定しておりません。

総資産の額 現時点では確定しておりません。

事業の内容 海上運送事業、道路運送事業、港湾運送事業、旅行業

 

　（訂正後）

(3) 本株式交換の方法、本株式交換に係る割当ての内容、その他の本株式交換契約の内容

② 本株式交換に係る割当ての内容

 

 
佐渡汽船株式会社

（株式交換完全親会社）

佐渡汽船運輸株式会社

（株式交換完全子会社）

本株式交換に係る株式交換比率 1 1.33

本株式交換により交付する株式数 当社普通株式　1,078,397株（予定）

（注）１．本株式交換に係る割当比率（以下、「本株式交換比率」）
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　佐渡汽船運輸株式会社の普通株式１株に対して、当社の普通株式1.33株を割当て交付いたします。た

だし当社が保有する佐渡汽船運輸株式会社の普通株式（2020年10月16日現在995,575株）については、本

株式交換による株式の割当ては行いません。

　なお、本株式交換比率は、算定の根拠となる諸条件に重大な変更が生じた場合、両社間で協議および

合意の上、変更することがあります。

２．本株式交換により発行する当社の新株式数

　当社普通株式　1,078,397株（予定）

　（本株式交換にあたり新たに普通株式 1,078,397株発行する予定です）

３．単元未満株式の取扱い

　本株式交換により、当社の単元未満株式（100株未満の株式）を保有する株主様が新たに生じることが

見込まれます。当社の単元未満株式を保有することになる株主様においては、当社株式に関する単元未

満株式の買取請求制度（単元未満株式の売却）をご利用いただくことができます。

４．１株に満たない端数の処理

　本株式交換に伴い、当社株式１株に満たない端数の割当てを受けることになる佐渡汽船運輸株式会社

の株主様に対しては、当社は会社法第234条その他関連法令の定めに従い、その端数の合計数に相当する

当社の株式を売却し、係る売却代金をその端数に応じて当該株主の皆様に交付いたします。

④ その他の本株式交換契約の内容

　当社が佐渡汽船運輸株式会社との間で、2020年10月16日に締結した本株式交換契約書の内容は次のとおりであり

ます。

 

株式交換契約書

 

佐渡汽船株式会社（以下「甲」という。）および佐渡汽船運輸株式会社（以下「乙」という。）は、令和２年10月

16日（以下、「本締結日」という。）付けで、次のとおり株式交換契約を締結する。

 

第１条（株式交換）

　　甲および乙は、甲を株式交換完全親会社、乙を株式交換完全子会社とする株式交換（以下、「本株式交換」と

いう。）を行い、甲は乙の発行済株式（但し、甲が保有する乙の株式を除く。以下同じ。）の全部を取得す

る。

 

第２条（当事会社の商号および住所）

　　甲および乙の商号および住所は、次のとおりである。

　　　甲　商号：佐渡汽船株式会社

　　　　　住所：新潟県佐渡市両津湊353番地

　　　乙　商号：佐渡汽船運輸株式会社

　　　　　住所：新潟県佐渡市吾潟183番地１

 

第３条（株式交換に際して交付する株式およびその割当）

１. 甲は、本株式交換に際して、効力発生日（第５条において定義する。以下、同じ。）の前日の最終の株主名簿

に記載または記録された株主（甲を除く。）に対し、その所有する乙の普通株式に代えて、当該乙の普通株式

１株につき甲の普通株式1.33株の割合をもって、甲の普通株式を割当交付する。

２. 前１項に従い甲が割当交付しなければいけない甲の普通株式の数に１株に満たない端数があるときは、甲は、

会社法第234条その他の関係法令の規定に従い処理する。

 

第４条（甲の資本金および準備金の額に関する事項）

　　本株式交換により増加する甲の資本金および準備金の額については、会社計算規則第39条の規定に従って、別

途甲が定める。

 

第５条（効力発生日）

　　本株式交換が効力を生ずる日（以下「効力発生日」という。）は令和２年12月29日とする。但し、本株式交換

の手続の進行等に応じて必要があるときは、甲乙で協議し合意の上、これを変更することができる。

 

第６条（株式交換契約承認株主総会）

　　甲および乙は、本契約について令和２年11月27日開催予定の臨時株主総会の承認を求めるものとする。

 

第７条（会社財産の管理等）
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　　甲および乙は、本契約締結後効力発生日に至るまで、それぞれ善良なる管理者の注意をもってその業務の執行

および財産の管理、運営を行い、その財産および権利義務に重大な影響を及ぼす行為については、あらかじめ

甲乙協議し合意の上、これを行うものとする。

 

第８条（本契約の変更等）

　　本契約締結の日から効力発生日に至るまでの間において、天災地変その他の事由により、甲または乙の財産状

態または経営状態に重要な変動が生じた場合、本株式交換の実行に重大な支障をきたす事態が生じた場合、そ

の他本契約の目的の達成が困難となった場合は、甲乙で協議し合意の上、本株式交換の条件その他本契約の内

容を変更し、もしくは本株式交換を中止し、または本契約を解除することができる。

 

第９条（本契約の効力）

　　本契約は、第６条に定める甲および乙の株主総会の承認が得られないとき、または法令に定められた関係官庁

の承認を得られなかったとき、または前条に従い本株式交換が中止され、もしくは本契約が解除されたとき

は、その効力を失う。

 

第10条（協議事項）

　　本契約に定める事項のほか、本株式交換に関し必要な事項は、本契約の趣旨に従い、甲乙協議の上、決定す

る。

 

本契約締結の証として本書２通を作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。

 

令和２年10月16日

 

甲　新潟県佐渡市両津湊353番地

　　佐渡汽船株式会社

　　代表取締役社長　　尾﨑　弘明

 

乙　新潟県佐渡市吾潟183番地１

　　佐渡汽船運輸株式会社

　　代表取締役社長　　臼杵　修二

 

(4) 本株式交換に係る割当ての内容の算定根拠

① 割当の内容の根拠及び理由

　当社は、株式交換比率の決定にあたり、その公平性・妥当性を担保するため、当社及び佐渡汽船運輸株式会社か

ら独立した第三者算定機関である朱鷺ファイナンシャルアドバイザリー有限責任事業組合（以下、「朱鷺ファイナ

ンシャルアドバイザリー」といいます。）に株式交換の算定を依頼しました。当社及び佐渡汽船運輸株式会社は、

朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーから提出を受けた株式交換比率の算定結果を踏まえ、両社の財政状況・資産

状況・将来の見通し等の要因を総合的に勘案した上で、慎重な検討・協議・交渉を重ねてまいりました。

　その結果、当社及び佐渡汽船運輸株式会社は、上記「(3) 本株式交換の方法、本株式交換に係る割当ての内容、

その他の本株式交換契約の内容」「② 本株式交換に係る割当ての内容」に記載のとおりとすることが妥当なもの

であり、それぞれの株主の利益に資するとの判断に至ったため、本株式交換比率により本株式交換を行うことにつ

き合意し、両社間で本株式交換契約を締結いたしました。

　なお、本株式交換比率は、算定の根拠となる諸条件に重大な変更が生じた場合には、両社間で協議及び合意の

上、変更することがあります。

② 算定に関する事項

イ．算定機関の名称並びに当社及び佐渡汽船運輸株式会社との関係

　朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーは、当社及び佐渡汽船運輸株式会社から独立した第三者算定機関であ

り、当社及び佐渡汽船運輸株式会社の関連当事者に該当せず、本株式交換に関して重要な利害関係を有しており

ません。

ロ．算定の概要

　朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーは、当社については上場会社であり市場株価が存在することから、市場

株価平均法（2020年９月30日を算定基準日として、算定基準日前１ヵ月間における終値平均株価を基に分析して

おります。）を用いて算定を行いました。

　佐渡汽船運輸株式会社については、非上場会社であることから市場株価平均法は採用しておりませんが、同社

は貨物自動車運送事業を営んでおり、上場する同業者が多数存在することから、類似上場会社方式を採用しまし

た。また、同社は事業計画を策定していることから、将来の事業活動の状況が反映されるディスカウンテッド・
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キャッシュ・フロー法（以下、「ＤＣＦ法」といいます。）も採用することによって、２つの評価方式から総合

的に算定を行いました。

　当社株式の１株当たりの株式価値を１とした場合の株式交換比率の算定結果は、以下のとおりです。

 

採用手法
株式交換比率の算定レンジ

佐渡汽船株式会社 佐渡汽船運輸株式会社

市場株価平均法
ＤＣＦ法

類似上場会社方式
1.24　～　1.42

 

　朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーは、上記株式交換比率の算定に際して、両社から提供を受けた情報及び

一般に公開された情報等を原則としてそのまま使用し、それらの資料及び情報等が、全て正確かつ完全なもので

あること、株式交換比率算定に重大な影響を与える可能性がある事実で朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーに

対して未開示の事実はないことを前提としており、独自にそれらの正確性及び完全性の検証を行っておりませ

ん。また、朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーの株式交換比率算定は、2020年９月30日現在までの情報及び経

済情勢を反映したものであり、当社及び佐渡汽船運輸株式会社の事業見通し並びに財務予測については、両社の

経営陣により現時点で得られる最善の予測と判断に基づき合理的に検討・作成されていることを前提としていま

す。

　なお、朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーがＤＣＦ法の算定の基礎とした事業計画については、2021年12月

期、2022年12月期及び2023年12月期の最新の事業計画を前提としており、当該期間において大幅な増減益を見込

んでおりません。

③ 上場廃止となる見込み及びその事由

　当社は本株式交換において株式交換完全親会社となり、また株式交換完全子会社である佐渡汽船運輸株式会社は

非上場のため、該当事項はありません。

④ 本株式交換の実施にあたり、交換比率算定の公正性を担保するため、当社及び佐渡汽船運輸株式会社から独立し

た第三者算定機関である朱鷺ファイナンシャルアドバイザリーを選定し、2020年10月８日付で、株式交換比率に関

する算定書を取得しました。当該算定書の概要につきましては、上記「(4) 本株式交換に係る割当ての内容の算定

根拠」「② 算定に関する事項」「ロ．算定の概要」をご参照ください。

　なお、当社及び佐渡汽船運輸株式会社は、第三者算定機関より、合意された本株式交換比率がそれぞれの株主の

皆様にとって財務的見地より妥当である旨の意見書（いわゆるフェアネス・オピニオン）は取得しておりません。

 

(5) 本株式交換の後の株式交換完全親会社となる会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の

額、総資産の額及び事業の内容

 

商号 佐渡汽船株式会社

本店の所在地 新潟県佐渡市両津湊353番地

代表者の氏名 代表取締役社長　　尾﨑　弘明

資本金の額 845,265千円

純資産の額 現時点では確定しておりません。

総資産の額 現時点では確定しておりません。

事業の内容 海上運送事業、道路運送事業、港湾運送事業、旅行業

 

以　上
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